
 

 

 

 

 

 

 

有終の美を飾るのは何のため… 
校長 記野 邦彦 

 令和４年度も残すところ１か月あまりとなり、３学期は折り

返しとなりました。学校へ登校してくる日も約 20日となり、

いよいよ進学・進級するためのまとめの時期です。今年度はコ

ロナウイルス感染症拡大予防を講じながらも、学校行事につい

ては保護者、地域の方々にご参観の機会が増えました。３学期

は、５年生が３年ぶりに木島平村への雪山体験移動教室を実施

することができるようになり、雪山で初めての体験や他校との

交流活動など、貴重な学びを重ねてくることが

できました。そして、３月５日には「三原学園

学習発表会」も参観される方に感染症対策をし

ていただき、人数制限等は行わずに開催する予

定です。多くの皆様にご鑑賞いただき、子供た

ちに励ましの言葉を直接かけていただけたらと

思います。そして、６年生の卒業式においても、

コロナ禍以前に近い形での実施を予定しており

ます。卒業生一人一人の堂々として凛々しい姿

をご覧いただき、卒業を祝っていただきたく存

じます。このように、今年度は、ご家庭、地域の

方々のご協力を得て、少しずつ通常の教育活動

を展開することができ、心から感謝申し上げま

す。さて、今年度は、昨年度の「あい・う・え・

お」からバージョンアップして昇降口に掲示し

てある「か・き・く・け・こ」のキーワードを通

して、一人一人の成長を願ってきました。「か

らだ」「きもち」「くつ」「けじめ」「こころ・

ことば」について、４月号に、右のように書き

ました。ご家庭でも日常生活のコミュニケーシ

ョンの中で話題にしていただき、一人一人が振

り返り、さらなる成長へつなげていってもらえ

たらと思います。 

 最近、職員室で５年担任の先生が重松清さん

の「くちぶえ番長」の文庫本を読んでいて、私

も、担任時代からよく読んでいた重松清さんの多くの小説について、ふと思い出すことができました。 

 

 

 

令和５年２月１７日号 

八丈町立三原小学校 

〒100-1623 

八丈町中之郷2474 

04996(7)0017 

教育目標 

・心ゆたかで、思いやりのある子供 

・ねばり強く学習する子供 

・すすんで体をきたえる子供 

三原小学校学校だより 

 学校ホームページ 

http://www.hachijomachi-tky.ed.jp/mihara-es 

「か」は、「からだ」です。心の通い合うあいさつを交わ
し、自ら体を動かす楽しさを見付け積極的に運動に親しみ、
心身ともにきたえてほしいということです。 

「き」は、「きもち」です。相手の気持ちも自分の気持ち
も大切にしながら、自分自身の気持ちをきちんと相手に伝
えてほしいことです。 

「く」は、「くつ」です。藤本幸邦さんの「はきものをそ
ろえると 心もそろう 心がそろうと はきものがそろう 
ぬぐときに そろえておくと はくときに 心がみだれな
い だれかが みだしておいたら だまって そろえてお
いてあげよう そうすれば 世界中の人の心もそろうでし
ょう」という詩があります。靴を脱いだ後のほんの数秒の
ことで、靴箱にしまう時に、そっと靴をそろえると心が穏
やかになることがあります。逆に、乱暴に靴箱にしまわれ
ている外履きや上履きをみると、心が穏やかではないのか
と心配になってきます。今年度は、年間通して靴をそろえ
て、心もそろえるように取り組んでいきたいです。 

「け」は「けじめ」です。休み時間など、思いっきり体を
動かして、楽しい時間を過ごす時間と、落ち着いて学びを
進め、自分自身を見つめ直すなどの時間とを、しっかりと
けじめを付けた生活を送ってほしいです。 

最後の「こ」は「こころ」と「ことば」です。学校生活を
過ごすうえで、ともに大切にしてほしいことです。心は、
優しい心、勇気ある心、たくましい心、感動する心、そし
て、思いやりの心を大切にしてほしいです。そして、言葉
づかいによって、友達の関係がギクシャクしたり、相手に
不快な思いをさせたりすることがあります。今年度は１年
間通して、言葉も大切にして三原小の子供たちの笑顔あふ
れる学校としていきたいです。 

（裏面に続く） 



その中で、約 10年ほど前でしょうか、ドラマ化もされた「あすなろ三三七拍子」という著書の終盤に出

てくる印象的な“有終の美を飾るのは次のステップのため”という言葉があります。「有終の美」を調べ

てみると、「終わりが素晴らしい様子、立派な結果、最後までやり遂げること」とあります。私は、立派

な結果につながらなくとも、最後までやり遂げることが大事ではないかと考えます。やり遂げたことに

よって、自然と結果もついてくることでしょう。年度末に入り、一人一人が“有終の美を飾り”、それは

次のステップの“何のためか”をしっかり考える１か月としてほしいと願います。 

 

 終わりになりますが、今年度も１年間を通して、『明るく、賢く、たくましく、“生きるよろこび”あ

ふれる学校』づくりを掲げて、具体的な教育活動を展開してきました。保護者、地域の皆様から多くのご

意見等をいただき、次年度へ向けた特色を生かした教育活動を展開していきたいと考えております。今

後ともご支援、ご協力、そしてご参画賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年生が総合的な学習の時間で学び、活動してきた成果の一つとして、餅つきをしました。当日

は米づくりでお世話になった講師の方々をはじめ、地域の方や保護者の方に協力をいただきまし

た。また、たくさん収穫したので「やたけ製菓」の方から、全児童分のお餅にしてもらいました。

大変お世話になり、ありがとうございました。 

１３日（木）耳鼻科・眼科検診（全学年） 

１４日（金）保護者会（３・４年）１年生を迎える会 

      心臓検診（１・４年） 

１７日（月）保護者会（１・２年）発育測定（１～３年） 

１８日（火）６年全国学力・学習状況調査 

１９日（水）発育測定（４～６年） 

交通安全教室（１・２年） 

２１日（金）全校遠足 

 

餅つき 

２月17日現在の４月の予定です。今後変更もあるかもし

れません。保護者会等、予定の確認をお願いいたします。 
４月の当初の主な行事予定 

楽しかった 

雪山体験移動教室 

クラスで一致団結

長なわ大会 

２月３日（金）に全

校で長なわ大会が行

われました。どの学

年も１００回を超え

る記録を出し、第一

回の記録から２倍の

回数を跳んだ学年も

ありました。月曜日

には、各学年の代表

児童に、校長先生か

ら表彰状が渡されま

した。 

５日（水）前日登校（全学年） 

６日（木）始業式 入学式 着任式 

７日（金）給食開始（２～６年） 

     視力測定（４～６年） 

８日（土）グリーンレンジャー 

１０日（月）避難訓練 給食開始（１年） 

       視力測定（１～３年） 

１１日（火）特別時程 尿検査 

１２日（水）内科検診（全学年） 

 

      保護者会（５・６年） 

２月14日（火）～17日（金）に５年生は長

野県下高井郡木島平村での雪山体験移動教室

がありました。木島平の児童とは、三根小・大

賀郷小・三原小・青ヶ島小の４校と夏の底土港

で交流を行いました。木島平の児童は夏の海

を満喫しみんなが笑顔になっていたので、今

回の雪山体験移動教室では多くの雪を満喫

し、楽しい思い出をつくることができました。 



 

学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。自由意見の中には、学校行事、学習、あいさ

つなどの生活面、八丈島の文化に関すること、地域との交流など、ご意見、ご要望をいただきました。ま

た多くの方から教員への温かい励ましのお言葉もいただきました。今後の三原小学校での教育活動に生

かしていきたいと思います。学校HPにも学校評価アンケートの結果を掲載していますので、そちらもご

覧ください。 

 

1
学校は、経営方針について分かりやすく伝えている。

2
学校は、小学校と中学校のつながりを深めるために、小中連携による

行事や授業を工夫している。

3
学校は、特別支援教育を含め、一人一人の子供の個性や特性に応じた

指導を行っている。

4
学校は、地域の伝統文化や野菜などの栽培活動を通して郷土を愛する

心を育てている。

5
学校は、地域に協力するとともに、地域との連携を大切にしている。

6
学校は、体育授業や行事・集会などを通して子供たちの体力向上を図

ろうとしている。

7
学校は授業参観、保護者会や学校公開など、学校を公開する機会を適

切に設けている。

8
学校は、保護者や地域からの疑問や質問に誠意をもって答えている。

9
学校は、学校だよりや学年だより、ホームページなどで、子供の様子

を具体的に伝えている。

10
学校は、読書活動を積極的に行い、子供の読書意欲を高めている。

11
教員は、身に付けた知識や技能を活用する授業をすすんで実践し、確

かな学力を身に付けようとしている。

12
教員は、発達段階に応じた学習規律を身に付けようとしている。

13
教員は「特別の教科 道徳」を通して、児童に自他共によりよく生き

ようとする心を育もうとしている。

14
教員は、タブレットやタッチモニターなどの情報機器や児童にとって

適切な資料を活用して授業の質を高めようとしている。

15
学校は、子供たちに基本的な生活習慣を身に付けようとしている。

16
学校は子供と教師との信頼関係を築き、児童理解を深めようとしてい

る。

17
学校は、子供たちに生命を大切にする心や、いじめを許さない心をそ

だてようとすしている。

18
学校は、子供たちに自らの健康や安全について関心をつ気持ちを育て

ようとしている。

19
学校は、子供たちにきちんとした挨拶や言葉遣いを身に付けさせよう

としている。

20
学校は、子供たちに社会のルールや、地域での役割を身に付けさせよ

うとしている。

21
児童は、学校を楽しんでいる。

22
児童は、家庭学習を進んで行っている。

23
児童は、学校でのことを家庭に伝えている。

24
児童は、規則正しい家庭生活を送っている。

回収数４２件　回収率７６％令和4年度　三原小学校　学校評価アンケート結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保護者）



 
 

※ＳＣは、スクールカウンセラーの来校日です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 等 

 １ 水 避難訓練 発育測定（４～６年）SC 

 ２ 木 
委員会 

発育測定（１～３年） 
 

 ３ 金  

 ４ 土  

 ５ 日 三原学習発表会 

 ６ 月 振替休業日 

 ７ 火 
特別時程 

授業参観・保護者会（５・６年） 

 ８ 水 安全指導日  

 ９ 木 
特別時程 ６時間授業（３～６年） 

授業参観・保護者会（３・４年） 

１０ 金 授業参観・保護者会（１・２年） 

１１ 土  

１２ 日  

１３ 月  

１４ 火 縦割り遊び 芸能体験 講演会 

１５ 水  

１６ 木 クラブ  

１７ 金 大掃除 

１８ 土  

１９ 日  

２０ 月 卒業式予行 

２１ 火 春分の日 

２２ 水 卒業式前日準備 給食終  

２３ 木 卒業式 

２４ 金 特別時程 修了式 離任式 

２５ 土  

２６ 日 春季休業日開始 

２７ 月  

２８ 火  

２９ 水  

３０ 木  

３１ 金  

 

 

 

   

 

 
   

 

いよいよ今年度最後の月となりました。 

今年度もコロナと共に過ごす 1 年となり、

新年度から始まる生活もどのようになってい

くか不透明で見通しのもてない年度末となっ

てしまいました。 

そんな心落ち着かない日々の中でも、変わ

らず大切にしていかなければならないことが

あります。それは挨拶することや友達と協力

すること、身の回りの整理整とんなどです。今

年度も月ごとに生活目標を立てて学校全体で

取り組んできました。日々の生活で大切なこ

とを目標に設定していますが、目標に設定し

た月だけでなく、普段の学校生活の中でもで

きるようになることを目指しています。 

特に３月は、生活、保健、食育共に今年度の

１年を振り返ります。学校生活で努力したこ

とや意識してできるようになったこと、これ

からがんばることを確認し、来年度へつなげ

る、まとめの大切な月です。やり残したことが

ないよう、今月もしっかりと指導してまいり

ます。 

 まだまだ寒い日が続きますが、引き続き新

型コロナ感染症対策に気を配りながら、手洗

い・うがいをするなど、今後も自分で気を付け

られることは気を付けながら、全員が笑顔で

修了式・卒業式を迎えられるようにしていき

たいです。 

         

（生活指導主任） 

３月の生活・保健目標 

生活指導目標  

☆１年間をふりかえってみよう 

 
 

 

保 健 目 標 

☆１年間の健康生活をふりかえろう 

食育目標 

☆１年間の給食をふりかえろう 

 

３月の行事予定 

月の行事予定 

※避難訓練は予告なしで実施します。 

※ＳＣは、スクールカウンセラーの勤務日です 


